









例 会 発 表 要 旨2002.9。21
ジ ョ ・ポ ンテ ィ と反 モ ダニ ズ ム
ー1920-30年代 を中心 に 一
平井直子/大阪大学文学研究科博士課程後期
ジ ョ ・ポ ンテ ィ(1891-1979)が建築家,
デザ イナー として活動を始めた1920年代,イ
タ リアにおける建築動向 は,大 きな転換期を
迎えて いた。 ノヴ ェチェ ン ト(1900年代)派
と呼ばれ る,そ れ までの古典主義的な芸術運
動 に続 いて,1926年「グル ッポ ・セ ッテ」の
登場 によって,イ タ リア国外の即物的なモ ダ
ニ ズムの流 れを受 けた合理主義的な動向が誕
生 し,1930年代前半 には,ミ ラノ,ロ ーマを
中心 と して,こ の動 向が支配的 にな ってい く。
ノヴェチェ ン ト派か ら出発 したポ ンテ ィもま
た,1930年代 には合理主義に同調 した とされ
て きた。
建 築 に おけ るノ ヴェチ ェ ン トの動 向は,
1921年このグルー プで主導的立場 にあったジ ョ
バ ンニ ・ムーツィオが 『エ ンポ リウム』誌 に
発 表 した文章お よび ミラノ中心部 に翌年完成
したパ ラ ッツォ 「カ ・ブル ッタ」 がその出発
点であ るとされ る。 ミラノは,1800年代 ナポ
レオ ン政権 下で新古 典主義建築 が開花 した街
であ ったが,1900年代に入 ってか らは,ア ー
ル ・ヌー ヴォー様式の建築 が多 く建設 され,
1910年代 に は未来派の活動 の中心地 のひ とつ
となるな ど,新 しい芸術思潮 に寛容 な都市 で
もあ った。 これに対 して,ノ ヴェチ ェン ト派
は,新 古典 主義 の時代を回顧 し,そ れ らと様
式 的に連続 した違和感 のない通 りを理想 とし
たのだ った。彼 らは古典主義 的な建築言語 を
フ ァサー ドに用 い,当 時増加 しつ つあ った都
市部 の住宅 建築 に着手 した。彼 らが求 めたの
は新 しい奇抜 さではな く,静 謐 な生活空間 と
しての街であった。ポンティの自邸 「ラ ンダ ッ
チ ョ通 りの家」(1925年)「ドメニ キーノ通 り
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の家」(1930年)では,フ ァサ ー ドに古 典主
義 の建築言語 が用 い られ,壁 面 は着色 され て,
隣接す る建物 と違和感 な く調和 して いる。 ま
た,彼 が創刊 した雑誌 のタイ トル 「ドムス」
とは,古 代 ローマで住宅 を意味す る語で,副
題 として 「家 における芸術」 という言葉が掲
げ られ,イ タ リアの伝統 的な もの に理想を求
めつつ,今 日的 な住居 の探求 と普及が 目的 と
された。 その創刊号 に掲載 された 「イ タ リア
風 の家」(1928年)とい う短文 か ら も,ポ ン
テ ィのノヴ ェチ ェン ト派 と しての立場 は明 白
である。
一方 で,1920年代,30年代のポ ンテ ィの言
説 には,合 理主義派への賛 同が表れて いる。
1928年にはイタ リアにお いて は先駆的 にル ・
コル ビュジエを紹介 し,「住 むため の機械 」
とい う言葉 に集約 され る彼の思想が 「今 日的
に実 に有益」だ とす る。 モ ンザ ・ビエ ンナ ー
レ実行委員 と して,工 業 デザ インには 「生産
効率」が重要で あると主張 したポ ンテ ィは,
著書 『イタ リア風の家』(1933年)では 「芸
術 と工業の間 に大変興味深 いつなが りが ある。
芸術 は工業 に恋 を した」 と述べ,工 業化へ の
賛 同を明確 に示 して いる。 さ らに,家 具デザ
イ ンにおいて 「標準化」 を進め,国 際的な建
築 テー マで あった 「生活最小限住宅」への ひ
とつの回答 と して,「小住宅」(1936年)を発
表 した。批評家 と して は,合 理主義派の ジュ
ゼ ッペ ・テ ッラー二 「ノヴォコム ン」(1929
年),「 グル ッポ ・セ ッテ」 の 「電気 の 家」
(1930年)に見 られ る高 い現代性 と実用性 を
「実験」 的な価値 がある と評価 している。







































伝統主義的要 素を とりいれよ うと していた。
彼の建築の中で,最 も合理主義 に近づいた と
され る 「ラジー二の家」(1933年)「ラポルテ
の家」(1936年)にも,イ タ リァの ヴィ ッラ
のイ メー ジが重ね られていた。 これ らの作 品
を同時期 ミラノに建設 された ジュゼ ッペ ・テッ
ラー二 とピエ トロ ・リンジェー リによる住宅
「カーサ ・コモ ッリ ・ル ステ ィチ」(1935年)
「カーサ ・ル スティチ」(1935年)と比べ ると,
多 くの相違点 が見 いだせ る。 テ ッラー二等 の
建築 は,街 路 に向いたフ ァサー ドにおいて,
構造か ら生 じる空 隙が 口を開いてい るが,ポ
ンテ ィの建築 においては,伝 統的 に街路 を形
成 して きた建物 と同 じく,空 隙 といえるのは
窓の部分だけに限 られ ている。 また,前 者 は
横長の窓で設計 され,隣 接す る建物 と高 さが
違 い,様 式 的に も全 く異 なって いるのに対 し
て,後 者 は縦長 の窓 で設計 され,隣 接す る建
物 と高 さ,色 が合 わせ られ ている。 ポ ンテ ィ
は合理主義派 のよ うに,か な らず しも白い外
壁 に固執 したのではなかったQテ ッラー二達
が,建 築個体 としての形態 を理想的に追求 し
たの に対 して,ポ ンテ ィは伝統的な街路 との
調和 を意識 していたのである。 これは,1920
年代 当初の ノヴェチ ェン トが 目指 した,新 し
さや奇抜 さではな く,落 ち着 いた街路 を創 り
出そ うとす る理想 と共通 していた。 したが っ
て,ジ ョ ・ポ ンテ ィは,1930年代,家 具 や室
内デザイ ン,建 築 デザイ ンのいずれにおいて
も,盛 期モダ ンの様式 に完全 に変容する こと
はな く,合 理 主義 とは異 なる立場を とった。
建築 デザイ ンにおいては,伝 統的な街並 みの
連続性を重視 し,1930年代半 ば以降,ノ ヴェ
チ ェン ト派が国家様式 に変容 した後 もなお,
都市 の中に静 謐な生活空 間を生み出そ うとし
た1920年代の ノヴェチ ェン トの理想か ら離 れ
ることはなか ったのである。
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